
 

ダイエー 

 

１．「シェア拡大」を具現化する組織体制の強化 

（１）衣料品および生活用品の品群強化を目的とした、『商品部』組織の再編 

・今後の消費者のニーズを迅速かつ的確に把握した商品戦略、売場作りを構築し、シニア強化および生活シーン

別の商品・売場提案力の強化を目的として、商品本部体制を再編。現状のＳＳＭ業態の中核となる食品とＨＢＣを

中心とした売場の融合と、商品力強化の実現を支える体制として組成した、「食品・ＨＢＣ商品本部」と事業効率化

のため、一元化、「衣料品・生活用品商品本部」を解消し、「食品商品本部」、「衣料品商品本部」、「生活用品商品

本部」の３商品本部を設置。 

特に、「衣料品商品本部」においては、服飾雑貨関連商品を衣料品全体の中核品群として位置づけ、現状の「イ

ンナーアクセサリー部」を「ファッションアクセサリー部」と「インナー部」に分化し、商品力の強化を図る。また、「ア

ウター部」においては、「レディス・キッズ部」「メンズ部」に分化し、属性別の提案力を強化する。 

なお、「グランバック事業部」は「メンズ部」に機能を取り込む。 

・各カテゴリーにおける専門店化の推進をめざし、家全体のコーディネート提案を企図とした「ホームファッション

部」を新設。 

なお、従来の「ＨＢＣ・ドラッグ事業部」は「生活用品商品本部」に移管。 

 

（２）エリア体制の強化 

当社の強みである、立地の優位性を最大限に生かし、国内市場におけるシェア拡大にむけて、５つの業態別「事業

本部」と２つの「北海道事業統括部」、「九州事業統括部」を解消し、新たに「北海道事業本部」「九州事業本部」を新

設した、「７事業本部制」とする。なお、「事業本部」においては、引き続き、各地域別に細分化した店舗群を所管し、

店舗の経営指導にあたる「事業部」や、事業本部毎の商品政策の立案･実行を担う「商品部」に加え、事業本部の

運営を支えるスタッフ機能を有し、“仕入と販売の一体化”にともなう基本業務を「事業本部」単位で完結できる体制

を構築した上で、執行責任をより明確にする。 

 

２．『不動産･テナント事業』組織の再編 

・店舗全体の魅力度向上につながるテナント事業の強化を目的に、現状の「不動産企画本部」より機能を分離し、

「テナント事業本部」を新設する。また、「テナント事業本部」内に「テナントリーシング部」を設置。 

・今後、拡大する既存店の活性化や新規出店を推進する中で、内装や施工管理、設計を全体的に管理し、スピード

アップとコストダウンを図るため「不動産企画本部」に「建設部」を新設。 

 

３．『本社コーポレート』機能の再編 

商品戦略や営業戦略、システム・物流、人事など、各々の機能面の強化を目的に再編。 

・現状の「営業統括本部」を「営業戦略本部」へ改称する。 

・インフラ機能の強化を目的に、「システム物流本部」を新設する。 

・ダイエーグループにおける、店舗全体の魅力度向上に寄与するグループ子会社のサポートを 

推進する「グループ事業部」および、新生ダイエーの改革に寄与する人材強化と育成をめざす 

「人材育成部」を新設。 



 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 


